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２．国際産学連携 日本―スウェーデン共同研究 本年の目標及び計画概要 
 

本研究は、高齢者が自力で食事することを可能にし、かつ食事の栄養状態を評価するロボ

ットを開発することを目的とする。 

平成２８年度は、日本とスウェーデンのチームメンバーがお互いの強みと弱みを知り、パ

ートナーとして協力し合える関係を構築するとともに、それぞれのチームの分担についての

フィージビリティ調査を行い、来年度から円滑に分担研究が実施できる体制を整えることを

目的とする。そのために、日本チームがスウェーデンのベステック社（現カマニオ社）を訪

問し、現状を把握するとともに日本チームの設備や人的資本について説明し、今後の計画の

優先順位について意見交換してその結果を取りまとめて共有する。 

3. 国際産学連携 日本―スウェーデン共同研究 本年度の実施概要 

本研究ではスウェーデン製のベステックという食事介助ロボットを日本・アジアの食文化
に合うように改良し、虚弱者の栄養管理もしながら「共に食べる喜び」を実現するプログラ
ムを実施します。今年度は研究の基本方針と目標を決定し、そこにいたる道筋を目的（G）,
計画（P）,実践（I）,評価（O）が一貫したサイクルとなるように研究デザインを設定しま
した。以下に図示します。このデザインにあわせて今後、食事の種類と状況に応じた多用途
グリッパー、虚弱者の栄養を管理するためのビジョンシステムと IoTを日瑞で共同開発して
いきます。改良版ロボットの開発は、障害や老化で食の楽しみが奪われている虚弱者と彼ら
のケアにあたる人々にヒアリングをし、ユーザーテストを繰り返して、当事者とともにプロ
トタイプを作り改良を重ねるユーザー中心設計で進めていきます。今後にご期待ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 


